








まとめ 

以上妊娠中毒症の病型,重症度別の母児障害発症に関する臨床的検討を加えてみたが,とく

に高血圧の重症度ならびに持続期間が母児に与える影響として重要視されねばならないこ

と,また,それに浮腫,蛋白尿の合併が更に障害度を増巾するという解釈が得られた。 


